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私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中
で
様
々
な
木
材
・
木
材

製
品
を
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
料
は
ど
こ
か
ら
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
日
本
の
木
材
自
給
率
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
林
野
庁
に
よ
る
と
２
０
１
７
年

は
36
・
１
㌫
で
あ
っ
た
。
日
本
は
世
界
有
数
の
森
林
大

国
で
、
実
に
国
土
の
３
分
の
２
は
森
林
に
覆
わ
れ
、
そ

の
森
林
の
約
40
㌫
は
人
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
森
林

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
１
９
６
４
年
の
木
材
輸
入
の

全
面
自
由
化
に
よ
り
市
場
が
輸
入
材
を
採
用
し
て
以

来
、
国
産
材
は
価
格
、
品
質
、
量
な
ど
様
々
な
面
に
お

い
て
依
然
苦
戦
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
木
材
消
費
量

の
６
割
以
上
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

一
方
で
世
界
の
森
林
資
源
の
話
題
に
お
い
て
、
熱
帯

林
は
急
速
な
減
少
・
劣
化
が
危
惧
さ
れ
資
源
の
枯
渇
が

取
り
沙
汰
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
熱
帯
林
減

少
は
気
候
変
動
問
題
と
も
関
連
し
て
お
り
、
熱
帯
林
減

少
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
Ｅ
Ｕ
の
排
出
量
を
上
回
る

と
の
報
告
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
で
は

な
ぜ
熱
帯
木
材
が
重
宝
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
熱
帯
木

材
に
は
現
状
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
、
考
え
て
み

た
い
。

世
界
市
場
に
お
け
る
熱
帯
木
材

は
じ
め
に
世
界
の
木
材
市
場
に
お
い
て
熱
帯
木
材
が

ど
の
よ
う
に
取
引
さ
れ
て
い
る
の
か
、
国
際
熱
帯
木
材

機
関
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
）
の
資
料
を
参
考
に
概
観
し
て
み
る
。

同
資
料
で
は
熱
帯
木
材
を
丸
太
、
製
材
、
単
板
（
ベ
ニ

ア
）、
合
板
の
四
つ
の
製
品
に
分
類
し
、
製
品
ご
と
の

生
産
国
、
消
費
国
、
輸
入
国
、
輸
出
国
に
つ
い
て
整
理

し
て
い
る
。
各
項
目
の
上
位
５
カ
国
の
表
か
ら
分
か
る

幾
つ
か
の
特
徴
的
な
傾
向
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

ま
ず
丸
太
に
つ
い
て
だ
が
、
生
産
国
と
消
費
国
の
上

位
５
カ
国
が
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
生
産

し
た
丸
太
を
主
に
国
内
で
他
の
製
品
に
加
工
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
丸
太

生
産
量
の
多
く
は
早
生
樹
の
植
林
木
で
あ
り
、
同
国
で

操
業
す
る
世
界
規
模
の
製
紙
産
業
の
原
料
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
輸
入
国
に
お
い
て
中
国
は
際
立
っ
て
お
り
、

２
０
１
５
年
の
中
国
の
丸
太
輸
入
量
は
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
加
盟

国
（
注
１
）
全
体
の
59
㌫
を
占
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

加
盟
国
全
体
で
見
て
も
中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
国
々
が
丸
太
輸
入
の
98
㌫
、丸
太
輸
出
の
59
㌫（
と

も
に
２
０
１
５
年
）
を
占
め
て
い
る
。
大
雑
把
に
言
え

ば
、
熱
帯
丸
太
の
約
６
割
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
生

産
さ
れ
、
熱
帯
丸
太
生
産
量
の
約
６
割
は
中
国
に
輸
入

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
余
談
な
が
ら
、
そ
の
熱
帯

丸
太
輸
入
量
は
中
国
の
丸
太
輸
入
量
総
量
の
20
㌫
を
占

め
る
程
度
で
あ
り
、
中
国
の
木
材
消
費
量
の
大
き
さ
や

世
界
の
木
材
加
工
工
場
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
製
材
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
こ
で
も
中
国
の
存
在

は
大
き
く
、
15
年
の
中
国
の
製
材
輸
入
量
は
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

加
盟
国
全
体
の
47
㌫
を
占
め
て
い
る
。
他
方
、
全
体
的

に
丸
太
生
産
量
の
大
き
い
国
々
が
上
位
に
名
を
連
ね
て

い
る
こ
と
や
、
中
国
に
次
ぐ
世
界
の
木
材
加
工
工
場
と

も
い
え
る
ベ
ト
ナ
ム
の
存
在
も
目
立
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
輸
入
国
に
は
熱
帯
諸
国
の
み
な
ら
ず
米

国
、
ベ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
木
材
消
費
国
も
名
を
連
ね
て

い
る
。

次
に
単
板
（
ベ
ニ
ア
）
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
中
国

の
存
在
は
大
き
く
、
15
年
の
中
国
の
単
板
輸
入
量
は
Ｉ

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｆｏ
Ｅ 

Ｊ
ａｐ
ａｎ　

三
柴
淳
一

熱
帯
木
材
の
〝
違
法
リ
ス
ク
〟に
十
分
な
配
慮
を

その１

ITTO 加盟国における熱帯木材各製品（丸太、製材、単板、合板）の取扱状況
丸　太 製　材 単　板 合　板

生産国

1 インドネシア ベトナム ベトナム 中国
2 インド インド 中国 マレーシア
3 ブラジル マレーシア インドネシア インドネシア
4 マレーシア インドネシア マレーシア インド
5 タイ タイ ブラジル エクアドル

消費国

1 インドネシア 中国 中国 中国
2 インド ベトナム インドネシア インド
3 ブラジル インド インド 日本
4 マレーシア インドネシア マレーシア マレーシア
5 タイ マレーシア ブラジル インドネシア

輸入国

1 中国 中国 中国 日本
2 インド タイ インド 米国
3 ベトナム ベトナム 台湾 韓国
4 インドネシア 米国 韓国 台湾
5 台湾 ベルギー フランス マレーシア

輸出国

1 PNG タイ ベトナム マレーシア
2 マレーシア マレーシア マレーシア インドネシア
3 カメルーン カメルーン ミャンマー 中国
4 コンゴ ベトナム ガボン ベトナム
5 ナイジェリア ガボン 中国 ブラジル

出所：ITTO(2016). Biennial review and assessment of the world 
timber situation 2015-2016.

暮らしの
中の熱帯

※
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Ｔ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
全
体
の
47
㌫
を
占
め
る
。
興
味
深
い
の

は
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
と
の
関
係
で
、
15
年
の
中
国
の
単

板
輸
入
量
の
97
㌫
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
入
だ
っ
た
。

最
後
に
合
板
に
つ
い
て
だ
が
、
同
様
に
中
国
の
存
在

は
際
立
っ
て
お
り
、
生
産
国
で
第
１
位
。
中
国
は
針
葉

樹
と
広
葉
樹
を
含
む
世
界
の
合
板
生
産
量
の
75
㌫
を
、

熱
帯
合
板
の
34
㌫
を
占
め
て
い
る
（
15
年
）。
特
筆
す

べ
き
は
熱
帯
合
板
の
輸
入
国
に
お
い
て
日
本
が
際
立
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
15
年
の
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
加
盟

国
の
熱
帯
合
板
輸
入
量
全
体
の
30
㌫
を
占
め
る
第
1

位
で
あ
る
。
日
本
の
合
板
輸
入
量
の
推
移
を
み
る
と
、

２
０
１
７
年
の
総
輸
入
量
に
お
け
る
各
国
の
割
合
は
マ

レ
ー
シ
ア
が
41
㌫
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
30
㌫
、
中
国
が

22
㌫
で
あ
る
。

こ
こ
で
日
本
国
内
の
合
板
流
通
に
つ
い
て
も
触
れ
て

お
く
。
日
本
国
内
で
流
通
す
る
合
板
は
国
内
製
造
品
と

輸
入
品
と
に
分
類
で
き
、
17
年
は
そ
れ
ぞ
れ
３
９
１
万

立
方
㍍
と
２
９
０
万
立
方
㍍
で
あ
っ
た
（
注
２
）。
国

内
製
造
品
の
特
徴
は
原
料
が
主
に
針
葉
樹
で
、
厚
さ
が

12
㍉
㍍
よ
り
も
厚
く
24
㍉
や
28
㍉
な
ど
の
厚
さ
の
製
品

が
主
流
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
住
宅
建
築
等
に
お
い
て
構

造
材
（
床
や
壁
の
下
地
材
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
輸
入
品
の
特
徴
は
原
料
が
主
に
広
葉
樹
で
、
厚

さ
が
12
㍉
、
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
薄
い
製
品
が
多
い
。

以
上
、
熱
帯
木
材
の
流
通
に
関
し
て
は
中
国
が
最
大

の
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
こ
で
は
最
終
消
費
者
の
手
元
に
届
く
最
終

製
品
、
い
わ
ゆ
る
家
具
、
楽
器
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
内

装
（
造
作
）
材
、
そ
し
て
紙
製
品
な
ど
に
つ
い
て
は
言

及
し
て
お
ら
ず
、
中
国
に
集
ま
っ
た
熱
帯
木
材
が
さ
ら

に
最
終
製
品
に
加
工
さ
れ
、
旺
盛
な
中
国
国
内
需
要
を

満
た
す
の
み
な
ら
ず
、
世
界
市
場
へ
再
輸
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。
一
方
で
熱
帯
合
板
に
関

し
て
は
、
日
本
が
最
大
規
模
の
市
場
で
あ
る
こ
と
も
ご

記
憶
い
た
だ
き
た
い
。

熱
帯
木
材
は
何
に
使
わ
れ
る
か

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
熱
帯
木
材
が
ど
の
よ
う
な
用
途

で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
。
ま
ず
天
然
木
が

重
宝
さ
れ
る
用
途
と
し
て
、
ギ
タ
ー
な
ど
の
楽
器
（
マ

ホ
ガ
ニ
ー
、
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
）、
家
具
全
般
（
チ
ー
ク
、

ラ
ワ
ン
）、自
動
車
の
内
装
（
ブ
ビ
ン
ガ
）、ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
な
ど
の
外
溝
木
工
事
（
ウ
リ
ン
）、
内
装
・
造
作
・

イ
ン
テ
リ
ア
向
け
ボ
ー
ド
類
（
ラ
ワ
ン
合
板
、
ラ
ワ
ン

ブ
ロ
ッ
ク
ボ
ー
ド
、
ラ
ワ
ン
繊
維
板
）
な
ど
が
あ
る
。

天
然
木
の
み
な
ら
ず
植
林
木
も
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し

て
、
コ
ピ
ー
用
紙
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
紙
製
品
や
、

最
近
見
ら
れ
る
木
製
の
食
器
や
麺
類
の
包
装
用
の
木
箱

な
ど
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
熱
帯
木
材
は
私
た
ち
の
生

活
に
お
い
て
様
々
な
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
前
述
し
た
日
本
が
世
界
最
大
規
模
の
市
場
で

あ
る
熱
帯
合
板
に
注
目
し
て
み
る
。
日
本
に
お
け
る
熱

帯
合
板
の
主
な
用
途
は
、家
具
、内
装
木
工
事
（
床
、壁
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
下
地
）、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
工
事

の
三
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
家
具
の
場
合
、
タ
ン
ス
、

食
器
棚
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
の
背
板
や
引
き
出
し
の
底

板
、
ソ
フ
ァ
ー
の
皮
張
り
装
飾
の
下
の
構
造
材
と
し
て

座
面
や
座
板
に
厚
さ
の
薄
い
熱
帯
合
板
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
床
の
場
合
、
天
然
木
の
薄
い
板
（
ツ
キ
板
）
や

プ
リ
ン
ト
シ
ー
ト
を
張
り
合
わ
せ
る
台
板
（
張
り
合
わ

せ
た
も
の
は
複
合
床
板
）、
ま
た
床
の
施
工
時
に
表
面

を
複
合
加
工
し
た
複
合
床
板
を
敷
き
詰
め
る
際
の
下
地

材
に
熱
帯
合
板
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
型
枠
用
合
板
の
場
合
だ
が
、
そ
も
そ
も
型
枠
と

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
や
壁
な
ど
を
生
成
す
る
際
に
生

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む
枠
の
こ
と
で
あ
る
。
戸

建
の
住
宅
建
設
で
あ
れ
ば
基
礎
工
事
に
、
高
層
ビ
ル
や

大
型
建
造
物
に
お
け
る
基
礎
工
事
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
柱
や
壁
の
建
設
に
、
多
様
な
サ
イ
ズ
に
加
工
可
能
な

木
製
の
型
枠
と
し
て
熱
帯
合
板
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
日
本
型
枠
工
事
業
協
会
の
調
べ
に
よ
る

と
、
15
年
度
に
使
用
さ
れ
た
型
枠
合
板
総
量
の
う
ち
93

㌫
は
熱
帯
合
板
だ
っ
た
。

以
降
、
こ
の
型
枠
用
熱
帯
合
板
に
つ
い
て
少
し
触
れ

て
み
た
い
。

日
本
と
熱
帯
木
材
と
の
関
係

実
は
日
本
の
熱
帯
木
材
利
用
の
歴
史
は
長
く
、
日
本

合
板
工
業
組
合
連
合
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
日
本
の
合
板

産
業
は
戦
前
に
興
り
、
戦
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
ワ
ン

を
原
料
と
し
た
熱
帯
合
板
製
造
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
熱

帯
丸
太
輸
入
年
推
移
の
図
よ
り
当
時
、
熱
帯
丸
太
の
調

達
先
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
や
サ
ラ

ワ
ク
州
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
熱
帯
木
材
産
地
国
の
輸
出

規
制
政
策
な
ど
も
あ
り
熱
帯
丸
太
の
輸
入
量
は
減
少

し
、
替
わ
っ
て
熱
帯
合
板
の
輸
入
が
中
心
と
な
っ
て

い
っ
た
。

熱
帯
合
板
輸
入
量
が
最
盛
期
の
１
９
９
０
年
代
前
半

頃
、
熱
帯
林
減
少
問
題
が
新
聞
・
メ
デ
ィ
ア
等
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
熱
帯
林
減
少
を
危
惧
す
る
市
民
団
体
の
活

動
も
活
発
で
、
サ
ラ
ワ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
等
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の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
１
５
８
の
自
治
体
が

「
熱
帯
木
材
不
使
用
方
針
」
を
策
定
し
た
り
、
ゼ
ネ
コ

ン
各
社
も
熱
帯
合
板
使
用
削
減
に
取
り
組
む
な
ど
、
一

定
の
熱
帯
木
材
使
用
量
削
減
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ

の
一
例
と
し
て
某
大
手
総
合
建
設
会
社
の
型
枠
用
熱
帯

合
板
の
使
用
量
の
推
移
を
み
る
と
、
２
０
１
５
年
は
02

年
の
ピ
ー
ク
時
の
約
30
㌫
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
前
述
の
と
お
り
、
建
設
現
場
に
お
け

る
熱
帯
合
板
へ
の
依
存
度
は
依
然
と
し
て
非
常
に
高

く
、
代
替
材
へ
の
移
行
は
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
。
あ

る
合
板
業
界
関
係
者
に
よ
る
と
、
熱
帯
合
板
は
「
表
面

の
平
滑
性
、軽
さ
、堅
さ
の
す
べ
て
を
兼
ね
備
え
、さ
ら

に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
ス
ー
パ
ー
製
品
」
と
の
こ
と
で
あ

る
。熱

帯
林
減
少
問
題
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア

な
ど
熱
帯
諸
国
の
共
通
の
課
題
で
あ
る
が
、
日
本
に
お

け
る
型
枠
用
熱
帯
合
板
の
産
地
は
ほ
ぼ
マ
レ
ー
シ
ア
・

サ
ラ
ワ
ク
州
に
集
中
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ

ワ
ク
州
は
汚
職
・
腐
敗
の
蔓
延
に
よ
り
森
林
ガ
バ
ナ
ン

ス
も
脆
弱
で
、
さ
ら
に
森
林
と
と
も
に
暮
ら
す
先
住
民

族
な
ど
の
土
地
権
侵
害
も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
国
際

社
会
で
は
違
法
伐
採
リ
ス
ク
の
極
め
て
高
い
地
域
と
の

厳
し
い
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
他
方
、
日
本
と
サ
ラ
ワ

ク
州
は
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
木
材
貿
易
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
も
あ
り
、
16
年
に
サ
ラ
ワ
ク
州
か
ら
輸
出
さ
れ

た
合
板
の
56
㌫
は
日
本
が
輸
入
し
て
い
る
。

で
は
こ
の
違
法
伐
採
リ
ス
ク
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で

国
際
社
会
や
日
本
政
府
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た

の
か
、
概
観
し
て
み
る
。

違
法
伐
採
や
合
法
木
材
輸
入
政
策

そ
も
そ
も
「
違
法
伐
採
」
と
は
国
際
的
に
合
意
さ
れ

た
定
義
は
な
い
が
、
伐
採
、
加
工
・
流
通
、
輸
出
と
い
っ

た
木
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お

い
て
関
連
す
る
法
規
等
に
違
反
す
る
行
為
の
総
称
で
あ

る
。一

見
、
違
法
伐
採
問
題
は
木
材
の
生
産
国
が
対
処
す

べ
き
問
題
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
問
題
が
深
刻
な
国

の
多
く
は
途
上
国
で
あ
り
、
法
規
等

は
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
が
脆
弱
、
も
し
く
は
法
規
等
そ

の
も
の
が
脆
弱
な
場
合
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
「
違
法
伐
採
木
材
の
市
場

が
な
く
な
ら
な
い
限
り
問
題
は
解
決

せ
ず
、
木
材
の
生
産
国
と
消
費
国
の

双
方
が
取
り
組
む
べ
き
」
と
の
認
識

が
１
９
９
７
年
以
降
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ

ト
の
場
で
繰
返
し
確
認
・
合
意
さ
れ
、

木
材
消
費
国
の
違
法
伐
採
対
策
が
本

格
化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
違
法
伐
採
対
策
の
動
き
を
現
在
ま
で
牽
引
し
続

け
て
い
る
の
は
Ｅ
Ｕ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
２
０
０
３

年
５
月
に
策
定
さ
れ
た
森
林
法
の
施
行
、ガ
バ
ナ
ン
ス
、

貿
易
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
行
動
計
画
（
Ｅ
Ｕ

－

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｔ

行
動
計
画
）
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
政
府
調
達
方
針
の
策

定
を
推
奨
し
、
Ｅ
Ｕ
と
各
木
材
生
産
国
と
の
間
で
自
主

的
な
二
国
間
協
定
（
Ｖ
Ｐ
Ａ
）
を
結
び
、
生
産
国
に
お

け
る
木
材
合
法
性
保
証
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
構
築
、
運

用
能
力
向
上
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援
を
提
供
す
る
仕

組
み
だ
。
Ｅ
Ｕ
は
こ
の
仕
組
み
を
主
要
生
産
国
に
水
平

展
開
し
、
違
法
リ
ス
ク
が
低
く
合
法
性
の
信
頼
性
が
担

保
さ
れ
た
木
材
の
み
が
Ｅ
Ｕ
市
場
で
取
引
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
行
動
計
画
は
２
０
１
０

年
に
成
立
し
た
Ｅ
Ｕ
木
材
法
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
日
本
も
二
国
間
の
枠
組
み
で
03
年
６
月
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
と
の
違
法
伐
採
対
策
協
力
に
関

す
る
共
同
発
表
と
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

様
々
な
取
組
み
に
着
手
し
た
。
そ
の
後
05
年
７
月
Ｇ
８

グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
日
本
は

合板輸入量産地国別（マレーシア、インドネシア、中国）の年推移
（1990-2017）	 （出所）財務省 , 貿易統計
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「
日
本
政
府
の
気
候
変
動
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
お
い

て
違
法
伐
採
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
、
翌
06

年
４
月
、
既
存
の
グ
リ
ー
ン
購
入
法
（
平
成
12
年
法
律

第
１
０
０
号
）
を
活
用
す
る
形
で
政
府
調
達
に
お
け
る

合
法
木
材
制
度
を
施
行
し
た
。

06
年
に
施
行
さ
れ
た
合
法
木
材
制
度
で
は
、
政
府
等

が
調
達
す
る
木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
を
証
明
す
る

方
法
と
し
て
①
森
林
認
証
②
団
体
認
定
③
独
自
の
取
組

み
、
の
三
つ
の
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
中
小
の
事
業

者
が
多
く
を
占
め
る
木
材
業
界
に
お
い
て
は
証
明
に
か

か
る
コ
ス
ト
負
担
が
敬
遠
さ
れ
、多
く
の
事
業
者
は「
業

界
団
体
が
“
会
員
企
業
が
合
法
性
が
証
明
さ
れ
た
木
材

を
適
切
に
供
給
で
き
る
こ
と
”
を
認
定
す
る
」
と
い
う

低
コ
ス
ト
な
②
の
団
体
認
定
を
採
用
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
日
本
国
内
を
流
通
す
る
“
合
法
”
木

材
に
は
、
森
林
減
少
の
大
き
な
一
因
で
あ
る
森
林
の
用

途
転
換
に
よ
る
非
持
続
可
能
な
木
材
、
先
住
民
族
や
地

域
住
民
等
の
権
利
侵
害
を
伴
う
木
材
、
規
定
を
超
え
た

環
境
・
社
会
影
響
や
生
物
多
様
性
の
損
失
を
伴
う
木
材

な
ど
、
そ
の
“
合
法
”
の
範
囲
に
な
い
法
規
等
に
反
す

る
“
違
法
リ
ス
ク
”
の
高
い
生
産
地
、
例
え
ば
マ
レ
ー

シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
、
ロ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
か

ら
輸
入
さ
れ
る
木
材
も
含
ま
れ
た
。

他
方
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
08
年
以
降
、
米
国
、

Ｅ
Ｕ
、
豪
州
と
い
っ
た
主
要
木
材
消
費
国
が
違
法
伐
採

木
材
の
取
引
を
規
制
す
る
法
制
度
を
導
入
す
る
中
、
同

様
の
法
制
度
を
持
た
な
い
国
は
先
進
７
カ
国
の
中
で
日

本
だ
け
と
な
り
、
日
本
が
“
違
法
伐
採
リ
ス
ク
の
高
い

木
材
”の
温
床
に
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
顕
在
化
し
た
。

そ
う
し
た
背
景
を
受
け
、
16
年
５
月
13
日
「
合
法
伐

採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
通
称
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
、平
成
28
年
法
律
第
48
号
）」

が
議
員
立
法
に
て
成
立
し
た
。
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
で

は
、
す
べ
て
の
事
業
者
に
対
し
て
合
法
伐
採
木
材
使
用

の
努
力
義
務
を
課
し
、
木
材
を
取
扱
う
事
業
者
に
対
し

て
事
業
者
登
録
を
推
奨
し
、
登
録
事
業
者
に
対
し
て
は

合
法
性
の
確
認
等
を
義
務
付
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
本
法
律
は
あ
く
ま
で
“
促
進
法
”
の
形
態
を
取
っ
て

お
り
、
目
立
っ
た
罰
則
が
な
く
強
制
力
に
欠
け
、
そ
の

効
果
に
つ
い
て
疑
問
視
す
る
声
も
多
く
、
今
後
の
法
運

用
面
で
大
き
な
課
題
を
残
し
て
い
る
。

日
本
国
内
に
お
け
る
熱
帯
合
板
の
行
方

そ
う
し
た
懸
念
や
政
府
の
取
組
み
を
よ
そ
に
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
・
パ
ラ
大
会
関
連
の
新
築
施
設
の
建
設

現
場
で
は
、
従
来
ど
お
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
用
合
板

に
熱
帯
合
板
が
採
用
さ
れ
た
（
注
３
）。
同
大
会
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
「
世
界
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
改
革
を
も
た
ら

す
大
会
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
態
と
し
て

違
法
リ
ス
ク
が
十
分
に
払
拭
で
き
な
い
熱
帯
合
板
を
採

用
し
、
間
接
的
な
が
ら
熱
帯
林
減
少
や
気
候
変
動
に
寄

与
し
、
後
世

に
負
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
レ

ガ
シ
ー
（
遺

産
）
を
残
す

結
果
と
な
っ

た
。熱

帯
林
減

少
問
題
は
地

球
規
模
で
見

て
も
深
刻
で

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ

ク
州
の
よ
う
な
30
余
年
に
も
渡
り
森
林
伐
採
を
巡
る
環

境
・
社
会
影
響
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
生
産
地

の
場
合
、
本
来
で
あ
れ
ば
そ
の
環
境
・
社
会
影
響
の
大

き
さ
と
リ
ス
ク
を
鑑
み
て
、
そ
の
製
品
の
取
扱
い
を
止

め
る
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
使
用
し
た
い
、
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
そ
の
製
品
の
購
入
者
に
は
、

環
境
社
会
影
響
に
関
す
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
入
念
な

情
報
収
集
、
リ
ス
ク
の
特
定
、
軽
減
措
置
、
い
わ
ゆ
る

デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
実
施
し
、
そ
の
リ
ス
ク
を

無
視
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
に
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
う

し
た
一
連
の
措
置
に
関
す
る
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

※FoE Japan : Friends of the Earth Japan
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球
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境N

GO
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国
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ネ
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ー
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あ
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イ
ン
タ
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ナ
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ナ
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の
メ
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バ
ー
団
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と
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、1980
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動
を
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て
い
る
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Ｔ
Ｔ
Ｏ
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。
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